
 

７ 性教育の全体計画               墨田区立吾嬬第二中学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関係法令等 
  ○日本国憲法 
  ○教育基本法 
  ○学校教育法 
  ○学校保健安全法 
  ○学習指導要領 
  ○東京都教育目標 

 
 
 
 

学校教育目標 
人間尊重の精神を基調とし、郷土を愛し、平和を願い、社
会に貢献できる豊かな人間性をもつ生徒の育成をめざすた
め、次の教育目標を設定する。 

○自ら学び、正しい判断のできる生徒 
○思いやりのある生徒 
○心身ともに健康な生徒 

 
 
 
 

学校の実態 
 生徒の実態 
１)全体的に温厚で素直である。 
２)熱心に部活動へ参加する生徒や、少数だが挨
拶ができる生徒が目立つ。 
３)友人関係に偏りが見られ、相手の心を傷つける 
言動を取ることがある。 
４)感謝の気持ちや命の大切さ等についての価値 
観に、ばらつきがある。 
５)差別や偏見に主体的に取り組もうとする意識の
高い生徒がいる。 
6）異性への関心、性的な発達に個人差が大きい 
 保護者・地域の実態 
１)差別や偏見のない地域を目指している。 
２)中小企業が多い下町であり、親子三代卒業生と 
いう家庭も多い。子供は地域で育てようとの意識 
がある一方、学区外地域の生徒も多くおり、特徴
に変化が出ている。 
３)明るさ、優しさ、温かさにあふれた人情味ある人 
間関係がある。 
４)学校への関心や期待が強い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

    

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教職員の研修 
○生徒理解 
○保護者理解 
○人権尊重教育 
○特別支援教育 
○幼保小中一貫教育 
○校内研修会 
○各種研修会参加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

性教育の目標 
○心身の発育・発達や変化など、人間の性の成熟について
科学的に理解するとともに、発達途上にある自己の性を受
容し、自他を大切にしようとする心情や態度を育てる。 
○男女の心身の特質を基に男女が互いに相手を理解し、人
格を尊重する心情や態度を育てる。また、望ましい人間関
係を築いていくため、より適切な意志決定に基づく行動選
択ができる能力や態度を育てる。 
○男女の生き方は多様であることを理解し、家庭や社会に
おける期待される役割や自己の将来の生き方について考
えるとともに、社会における性的な事象を見つめて、家庭や
社会の一員として適切な判断や意志決定、行動選択がで
きる態度や能力を培い、実践力を育てる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
                                    

  
  
 保護者や地域社会との連携 

１)保護者・地域・外部人材の活用 
２)地域・保護者参加型の行事の推進と父母と教 
師の会、育成委員会との連携 
３)教育活動内容の地域・保護者への公開と情報 
の発信。 
４)幼稚園・小学校・民族学校（高等学校）との連携 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

      
 
 
 

育てたい生徒像 
○毎日毎時間の授業を大切にし、各教科の基礎・基本を習

得する生徒 

○規範意識を身につけ、人権を尊重し相互に高めあう心豊か

な生徒 
○心身ともに健康で、困難なことにも粘り強く最後までやりぬく
生徒 

 
 
 
 

   
  

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 間 指 導 計 画  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

自己の性自認 男女の人間関係 家族や社会との関連 

１ 男性または女性としての、自己の性の認識を確かにする。（このことは同時に異性に
対する理解を深めることになる） 

２ 人間尊重や男女平等の精神
を基盤として男女の人間関係を
築くようにする。（同性間の人間 
関係を学ぶことに関連） 

３ 家族や社会の一員として必要な人
間の性の基礎的、基本的事項を、習得
する。（性の思想・文化・風俗・習慣・法
律制度がわかる） 生  命 身体的側面 精神的側面 

 
 
１ 
 
年 

 

◆生命の誕生【保健体育】 
◆自他の生命の尊重 
「自己及び他者の個性の 
理解と尊重」【道徳】【学級活
動】 
 

◆思春期のからだの発達 
「大人になるってどんなこ
と？」【保健体育】 
◆思春期の男女の身体の
変化のしくみ【保健体育】 
 

◆異性への関心【保健体育】 
◆性衝動への対処 

【保健体育】【学級活動】 
◆心の健康 欲求やストレス
への対処【道徳】 
◆異性の尊重【保健体育】 

◆男女相互の理解と協力 
【学級活動】 

 
 
 
 

◆性情報への対処【学級活動】 
◆性被害・加害 
「犯罪から身を守り、加害者にならな 
いために」【学級活動】 
◆私と家族【家庭科】 
 

 
２ 
 
年 

◆生命の尊重と自然環境の 
保全「動植物の体のつくり、
生殖など」【理科】 

◆性的な発達への適応 
            【学級活動】 

◆青年期の不安や悩み 
性的な発達に伴う不安や悩
みへの対処【学級活動】 

◆特定の異性とのかかわり「男女
の望ましい人間関係」【道徳】 
◆異性の尊重【学級活動】 

◆性情報への対処「手軽な出会いに潜
むもの」【学級活動】 
◆家族と家庭生活【家庭科】 

 
 
３ 
 
年 

◆生物の細胞と生殖（動物
の有性生殖）【理科】 
◆生命誕生と幼児の発達【
家庭科】 

◆私の成長【家庭科】 
◆性的な発達への適応 

【学級活動】 

◆社会の一員としての自覚 
「性情報への対応や性の逸
脱行動に関して」「友情恋愛・
結婚」【学級活動】 

◆男女平等【社会科】 
◆エイズ及び性感染症の予防 
「エイズ及び性感染症を知ろう」 

【保健体育】 
◆人間の性行動【学級活動】 

◆エイズと人権【道徳】 
◆個人と社会生活・個人の尊厳・両性
の平等【社会科】【家庭科】【学級活動】 
◆人間尊重と日本国憲法基本的原則・
基本的人権の尊重【社会科】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各教科・道徳特別活動における指導のねらい  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道  徳 保健体育 学級活動 

○ 目標 
 道徳的な心情、判断力、実践意欲と態
度などの道徳性を養うこととする。計画
的、発展的な指導によってこれを補充、
深化、統合し、道徳的価値及び人間とし
ての生き方についての自覚を深め、道
徳的実践力を育成するものとする。 

○ 内容 
１-⑴ 望ましい生活習慣を身に付け、心身
の健康の増進を図り、節度を守り節制に
心掛け調和のある生活をする。 

２-⑷ 男女は、互いに異性についての正し
い理解を深め、相手の人格を尊重する
。 

3-⑴生命の尊さを理解し、かけがえのない
自他の生命を尊重する。 

3-⑶ 人間には弱さや醜さを克服する強さ
や気高さがあることを信じて、人間として
生きることに喜びを見いだすように努め
る。 

 
 
 
 
 
 

 ○ 目標 
 個人生活における健康・安全に関する理解を
通して、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し
、改善していく資質や能力を育てる。 
 ○ 内容 
⑴心身の機能の発達と心の健康について理解で
きるようにする。 

ア 身体には、多くの器官が発育し、様々な機能
が発達する時期があること。発達・発育の時期
や程度には個人差があること。 

イ 思春期には、内分泌の働きによって生殖にか
かわる機能が成熟すること。また、こうした変化
に対応した適切な行動が必要となること。 

ウ 知的機能、情意機能、社会性などの精神機能
は、生活経験などの影響を受けて発達すること
。また、思春期においては、自己の認識が深ま
り、自己形成がなされること。 

エ 精神と身体は、相互に影響を与え、かかわっ
ていること。欲求やストレスは、心身に影響を
与えることがあること。また、心の健康を保つに
は、欲求やストレスに適切に対処する必要があ
ること。 

⑷-エ感染症は病原体が主な要因となって発生す
ること。また、感染症の多くは、発生源をなくす
こと、感染経路を遮断すること、主体の抵抗力
を高めることによって予防できること。 

○ 目標 
 望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の 
伸長を図り、集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築
こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間としての生
き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。 
○ 内容 
⑵適応と成長及び健康安全 
ア 思春期の不安や悩みとその解決 
イ 自己及び他者の個性の理解と尊重 
ウ 社会の一員としての自覚と責任 
エ 男女相互の理解と協力 
オ 望ましい人間関係の確立 
キ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成  
ク 性的な発達への適応 
 
 
 
 
 

 


